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研究成果の概要（和文）： 本研究では、ドイツの哲学者ハンス・リップスの解釈学的論理学における知識生成
論を考究し、さらに教授論への応用を行った。知識生成論では、「概念論」と「命題論」を再構築した。概念論
では「音」によって物が把握さるプロセスを解明し、命題論では命題が日常的「語り」から生じるプロセスを考
察した。ハンス・リップスの思想から、知識が日常的な文脈から生成するプロセスを解明した。また比較研究と
して日本思想（田辺哲学や真言密教等）との比較研究を行い、「共同体」や「言葉」の意義について解明した。
さらに教授法への応用研究では、教材から価値を読み取る「メタファー型」教授法・学習法として取りまとめ考
察した。

研究成果の概要（英文）：In this research, I studied the theory of creation of knowledge in Hans 
Lipps's Hermeneutic logic and applied this theory to the teaching theory. In the study of the theory
 of creation of knowledge, I newly constructed the theory of “concept” and theory of “sentence”.
 In the theory of “concept”, I made clear the process of grasping the things by the “sound”. In 
the theory of “sentence”, I found the structure of the creating the sentence by the daily 
talk”.
　And, I compared Hans Lipps's philosophy with Japanese philosophy. Especially, I focused on “
community” and “language”, examining Tanabe philosophy and Shingon Esoteric Buddhism. Finally, I 
applied this theory to the teaching theory. I named its name “Metaphor Model” in which students 
acquire a lot of value from the teaching materials. 

研究分野： 教育哲学

キーワード： 解釈学的論理学　知識生成論　音　語り　メタファー型教授法
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）リップスの認識論 
 リップスの先行研究は決して多くなく、先
行研究もボルノーらの人間学的な立場やハ
イデガー影響下にある哲学とみなす研究が
大半であった。ボルノーらはリップスの意義
を認めながらも、乗り越えられるべき思想と
してとらえていた。しかし申請時には、リッ
プス哲学が現代的意義を有していると考え、
とりわけ「身体」や「他者」に着目し、その
独自性を探求しようとした。 
 
（２）教授法への応用研究 
 教授理論としては伝統的な「教師―陶冶財
―学習者」構造の解体を目指した。近年アク
ティブラーニング等の新しい教授法・学習法
が検討されているが、具体的にどのような方
法で行うかが定式化していない。見通しとし
てはリップス哲学から、「陶冶財」＝「パト
ス的性状」という枠組みを提示することを目
指した。さらに教師観についても、教師は、
子どもが世界へと向かう「導き手」であると
同時に、共に間主観性を構築する「闘争的同
行者」でもあると論じることをめざした。 
 
２．研究の目的 
（１）知識生成論の構築 
まず、これまでほとんど研究されてこなか

ったハンス・リップスの体系的研究を行うこ
とをめざした。さらに教育哲学、特に知識教
授論としてハンス・リップス思想を再構成す
ることを目的とした。リップスは、人間の認
識の基礎をパトスとして捉え、身体を介して
間主観性を構築しようとした。さらに他の解
釈学的哲学および日本哲学における知識生
成論との比較を行うとした。 
 
（２）教授理論 
教授理論として、教師・陶冶財・学習者の

新たな関係を考察することを目的とした。単
に枠組みの中に思惟を押し込めるのではな
く、状況依存的に知識を構築するというハン
ス・リップスの主張を、教授法に応用しよう
とした。 
 
３．研究の方法 
４年にわたって研究を行った 

（１）ハンス・リップスの知識生成論の研究 
（２）他の哲学者との比較研究 
（３）新しい知識教授理論の提示（メタファ
ー型教授法） 
【研究成果の発表】 
①学会発表、②論文発表、③総括研究論叢の
発刊を行った。毎年学会発表を数回行った。
とりわけ海外での学会発表を積極的に行っ
た。最終年度には、総括研究論叢を発刊した。 
 
４．研究成果 
（１）知識生成論 
解釈学的論理学の研究を通して伝統的論

理学を解体し、新たな知識生成論を構築した。
とりわけ「概念論」と「命題論」を再構築し
た。 
a)概念論（「音」と「比較」） 
 概念論については「音」の役割を解明した。
まず物の把握が「音」の次元で行われるとさ
れるが、ここに他者・対話の可能性を見て取
った。日常的生に埋没している状態では、ジ
ェスチャーによってのみ意志疎通がなされ
るが（身体的状態）、言葉はジェスチャーに
依存しない。物が「音」として把握されるこ
とによって、対象把握が身体を離れる。「息」
において「音」として発話するということは、
他者によって聴かれることを前提としてい
る。「音」によって人と世界とのかかわりが、
公共的・共同的になる。 
 本研究では「音」の役割について考究した
ことが、最大の成果である。論理や認識を生
み出す次元を、「音化（おとか）するもの」
と名付け、すべての根源と考えた。「物」が
「音」を生み出すと同時に、人間的実存も「呼
応的な気分」を持ち、お互いに響きあう。こ
の「音化するもの」へと至ったことは本研究
の成果であるとともに、今後さらに研究を深
めたい。 
さらに概念が生成する方法として、「比較」

という方法について考察した。人が「物」を
把握するとき、「類型」によってのみとらえ
ることができること、そして「物」には「知
らせるもの」が存していることを論じた。デ
ィルタイの「比較」概念との比較によりリッ
プスの独自性を考察した。 
b)命題論（「非人称構文」と「語り」） 
さらに「命題論」については、知の語り方

や非人称構文について論じた。とりわけ非人
称構文では、「今・ここ」という直接的所与
がまず非人称構文で表現され、そこから「述
語化」が起こる。そして述語の対象として「主
語」が生じるというプロセスについて解明し
た。 
さらに命題が日常的「語り」から生じるプ

ロセスを考察した。日常的な語りは、「問い」
によって亀裂が生まれ、命題化される。リッ
プスが伝統的な主語・述語概念を脱し、主語
が自己展開することから主語・述語・繋辞が
生じる過程を述べた意義を解明した。主語の
内容は隠されているが、主語の内容を明るみ
に出そうとすることから、「述語」が生じる。
主語と述語が生じることによって、命題が生
じる。しかし主語・述語関係は固定的ではな
い。時間によって変化する。命題では時間が
一時的に固定化され、中断されている。あく
までもその都度の判断内容にすぎない。 
また伝統的論理学の「肯定」と「否定」を、

「問い」の観点からとらえなおした。肯定も
否定も固定的ではなく、日常会話における
「問い」における受け答えから把握しなおし
た。肯定的主張と否定的主張を生き生きとし
た形で会話に導入することによって、主語の
特性が明るみに出され、述語化されていくと



した。 
さらに語りの「トーン」がリップスのロゴ

ス観の根底にあると指摘した。リップスは
「ロゴス・セマンティコス」と「ロゴス・ア
ポパンティコス」に分けているが、後者の重
要性を述べている。前者は討論やディスカッ
ションのように、事柄を確定しようとする。
それに対して、ロゴス・アポパンティコスは
単なる会話やおしゃべりを含んでいる。リッ
プスはロゴス・アポパンティコスの自由な在
り方を「超越」と名付け、そこにロゴスの本
来の姿を見て取っている。本研究ではこのよ
うなリップスのロゴス観を解明することに
成功し、ロゴスの在り方を再考する手掛かり
を得た。 
 
（２）比較哲学研究 
主に田辺哲学と真言密教を取り上げ、解釈

学と比較検討を行った。田辺哲学では「共同
体」の側面に着目し、真言密教では「知」に
着目した。リップスではパトスを基盤としな
がらもディスカッションを介して協同性が
構築されるのに対して、田辺哲学では利他的
な隣人愛が提唱されることを比較検討し、道
徳教育に果たす役割を考察した。 
また日本思想とりわけ密教思想について

考察したが、その「知」の意義を省察した。
密教の知がすべての活動を包括する地平・場
所であり、「信」を重視する西田哲学や、「行」
を重視する田辺哲学とは異なる視点をもた
らすことを論じた。これまで解釈学において
生動的な知が存することを研究し、知の生動
性を論じた。 
 
（３）教授法への応用研究 
伝統的論理学のテーゼを他者理解の文脈

から構成しなおし、教授法における知識伝達
（教師－陶冶財－学習者）の問題へと応用し
た。「物」を陶冶財に見立て、教材が持つ意
義を論じた。 
a)教授法の 4類型化 
 道徳教育の教授法を形式陶冶・実質陶冶の
観点と内面性の陶冶・外面性の陶冶の観点か
ら 4 類型化したことは、大きな成果である。
道徳教育を 4領域に分け、①道徳的判断力の
育成、②社会的コンセンサスの形成力、③個
別の道徳的項目の習得、④社会的知識の習得、
の 4つに分類化した。さらにそのそれぞれに
ついて異なる教授法を提示した。①は対話・
ディスカッション（結論誘導型）、②は対話・
ディスカッション（オープン・エンド）型、
③はメタファー型、④は知識伝達型とした。
道徳教育の方法は一義的に決定されるので
はなく、その目的に応じて異なるべきと結論
付けた。 
 

ｂ）メタファー型教授法 
また本研究では道徳教育における「メタファ
ー型」教授法を考案し、その意義を考察した。
この方法では、教材を道徳的価値のメタファ

ー（比喩）とすることによって、児童生徒に
価値を感じさせることを目指す。さらに学校
生活等の日常的経験も「メタファー」とし、
価値を間接的に伝える教授法の構築を目指
した。 
c)直観 
さらにメタファー型教授法と相即的に「直

観」の役割についても考察した。「直観」が
基になって知識が習得されるプロセスを省
察した。教授における直観を新たに定義し、
教師・学習者・教材の関係を新たに考察し直
した。学習者が「直観」を元に知識を習得す
るプロセスを考察した。 
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